
（別紙２）

情報提供のあった 農薬の種類 使用 登録農薬を使用すべき理由

資材名 ＝農薬名 方法（ ）

ジベレリン 植物成長調整 散布 使用方法によっては、農作物等への薬害が生じるおそれがある。

剤

ホルクロルフェニ 植物成長調整 散布 使用方法によっては、農作物等への薬害が生じるおそれがある。また、目に対し刺

ュロン 剤 激性があることから人畜に悪影響を及ぼすおそれがある。また、魚毒性 に該当B
する資材であり、水産動植物に悪影響を及ぼすおそれがある。

ストレプトマイシ 殺菌剤・植物 散布 使用方法によっては、農作物等への薬害が生じるおそれがある。また、目に刺激性

ン 成長調整剤 があることから、人畜に悪影響を及ぼすおそれがあるとともに、抗生物質であり、

食品衛生法では食品に含まれてはならないこととされているため、農作物等に残留

した場合、食品衛生法上流通が認められないという問題も起こりうる。

硫黄 殺菌剤 散布、 使用状況によっては農作物等への薬害が起こりうる。また、空気中で酸化し、有毒

くん煙 な亜硫酸ガスとなるほか、眼や皮膚の刺激性がある剤であり、人畜に悪影響を及ぼ

すおそれがある。

硫酸銅・生石灰 殺菌剤 散布 硫酸銅は劇物であり、また生石灰は強アルカリ性である。これらは使用方法によっ

（ボルドー液の原 ては農作物等に薬害が生じるおそれがあるほか、皮膚に刺激性があるとともに眼に

C材料） 入ると危険であり 人畜への悪影響を及ぼすおそれがある また 硫酸銅は魚毒性、 。 、

であり、ごく低濃度で水産動植物に著しい悪影響を及ぼすおそれがある。

塩基性塩化銅 殺菌剤 散布 使用方法によっては農作物等の薬害や人畜等に悪影響が生じるおそれがあるほか、

魚毒性 に該当する資材であり、水産動植物に悪影響を及ぼすおそれがある。B


